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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www.hishinomi-gunma.sakura.ne.jp/~hishimig/  
（本紙は「群馬菱の実会ホームページ」から、毎月１日に、カラーで綺麗にご覧頂けます。ネットでの閲覧をお奨めします） 
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【 

菱
の
実 

雑
感 

】 

先
日
我
が
家
の
火
災
警
報
が
鳴
っ

た
。
警
報
器
を
設
置
し
て
初
め
て
だ
。

妻
が
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
を
使
う

際
、
食
材
を
庫
内
に
少
し
こ
ぼ
し
て

し
ま
い
、
全
部
取
り
切
れ
ず
仕
方
な

く
そ
の
ま
ま
で
調
理
を
始
め
た
為

で
、
煙
が
出
る
こ
と
は
承
知
だ
っ
た

が
、
換
気
扇
を
回
す
の
が
遅
れ
た
た

め
作
動
し
て
し
ま
っ
た
。
警
報
機
の

存
在
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
、
「
ピ
ュ

ー
・
ピ
ュ
ー
」
と
い
う
音
が
一
瞬
何

事
か
認
識
で
き
な
か
っ
た
。
続
い
て

「
火
事
で
す
！
火
事
で
す
！
」
の
音

声
で
警
報
機
の
音
と
気
付
い
た
。
▼

何
年
か
前
に
、
消
防
法
の
改
正
で
、

既
存
を
含
む
一
般
住
宅
に
も
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

そ
の
時
分
に
た
ま
た
ま
行
っ
た
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
で
山
積
み
に
な
っ
て
い

た
の
を
見
つ
け
い
く
つ
か
買
っ
た
も

の
だ
。
取
り
付
け
る
際
に
テ
ス
ト
し

た
時
以
来
の
警
報
音
だ
。
年
に
一
回

ぐ
ら
い
は
点
検
を
し
た
方
が
よ
い
様

だ
。
▼
我
が
家
で
は
電
気
以
外
に
火

の
元
に
な
る
も
の
は
無
い
。
電
気
の

配
線
に
よ
る
火
災
や
類
焼
、
放
火
な

ど
は
就
寝
中
だ
と
気
付
く
の
が
遅
れ

る
気
が
す
る
。
も
っ
と
早
く
気
付
く

に
は
犬
が
一
番
か
な
。
（
橋
本
功
衛) 

 

「群馬菱の実会」会員の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます｡ 
当社（群馬システム課）は、２０１３年に三菱電機情報ネットワーク株式会社として、馬電の情報シス

テム部門からシステム開発・保守・運用部隊を移管する形でスタートいたしました。 
その後２０１４年１０月に三菱電機インフォメーションテクノロジー株式会社（MDIT）と経営統合を行い、
三菱電機インフォメーションネットワーク株式会社（MIND）として現在に至ります。 

以下に、当社の業務内容について紹介致します。 

当社は、馬電の IT 基盤を支える部隊として、情報システムの開発・保守・運用業務、及び構内通

信ネットワーク機器の運用監視業務等を受託しております。 

１.情報システムの開発・保守・運用 

馬電・製管部・IT企画Gと連携して、生産管理（生産計画、資材発注、在庫管理）システム、営業

システム、総務・経理システム等の開発、導入したシステムの改善保守活動、及びそれらのシステ
ムを日々安定稼働させるための運用・監視業務を担当しております。監視業務については、馬電
構内では勿論のこと、遠隔監視センターを活用した２４時間３６５日の監視サービスを提供しており

ます。 

２.ネットワーク・OA機器保守運用 
馬電構内のネットワークに異常が起きないよう監視するとともに、サーバ機器等のメンテナンス業

務を実施しております。ネットワーク監視についてもシステム監視同様に遠隔監視センターを活用
しており、トラブル時には即時対応出来る体制をとっています。また、馬電構内で使用しているパソ
コン、プリンター等のOＡ機器の保守やパソコンの 
利用相談も実施しております。 

今年は３０年来稼働している生産管理システム 

をリニューアルする計画もあり、今後も馬電の給 
湯機事業を支えるため、当社一丸となってシス 

テム面での支援活動を続けていく所存です。  

今後ともご指導・ご鞭撻のほど、よろしくお願い 

申し上げます。            

三菱電機インフォーメションネットワーク株式会社 

群馬システム課 
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森  洋隆 様 太田市大島町 77 歳(1939/2/19） 祝祝長長寿寿((喜喜寿寿））  

 

  

  

平成２７年度幹事研修会報告 

今年度の研修会を、昨年と同様、前橋市粕川町の
「元気ランド」で開催しました。 
今年は、菱の実会３０周年でもあり、総会の開催
方法や実施要領、及び菱の実会だよりの今後の発
行方法等重要事項を中心に討議が行われました。 

（１）実施日： Ｈ２７-２-１５（月）、参加者 １７名 

（２）討議事項 
① 三菱電機製品の拡販支援について 
② 菱の実会だよりの今後の発行方法について 
③ 総会の開催要領について 
④ ３０周年記念品について 
⑤ その他・自由意見交換 

 

 

平成２８年度 菱の実会総会の予告ご案内 

現在馬電が倉庫建設中（７月竣工予定）で、所内各所に通路規制があるため、会社より平日

は避けて欲しいという要望がありました。従って今年の総会は、土曜日の開催と致したく、

ご了承下さい。目下、５月１４日（土） 開催を第一候補に、調整中です。 

詳細は、次号でご案内いたしますので、あらかじめご予定くださるようお願いいたします。 

 
 

 

（３）討議結果 

   ① 群馬菱の実会として三菱電機製品（特に給湯

機）拡販に向けた支援（貢献）策を検討する。 

   ② 菱の実会だよりの今後の発行方法について

は、情報の一部を「菱の実会ホームページ」に

移行して、紙面での毎月１回発行を、年４回程

度に減らす提案を導入する方向とした。 
 

基本的には、今のネット社会に対応して、菱の実会の情報を「紙面」と「ネット」にすみ分けて

提供し、内容の充実化、スピードアップを図る狙いです。紙面の発行は、会員全員に周知徹底す

る事項（新年挨拶・総会開催案内・総会決議事項・親睦旅行案内等）の年４回を基本とする。 

なお、菱の実会ホームページは更に内容を充実させて、従来通り毎月１日に更新発信していく予

定です。従って毎月１回発行は、ホームページで継続することになります。 

なおこれにより、菱の実会だよりの制作費や郵送料の大幅な削減となり、苦しい会の会計運営に

大きく貢献します。（現在、単純計算で、年会費の約三分の一を郵送料で費やしています） 

③ 総会の開催要領については、例年通りの要領で、５月中旬に実施する方向で、会社、労組に

相談し進めることとした。 

④ ３０周年記念品は、非常時用のＬＥＤランプ（三菱電機製）案で検討。（総会出席者） 



 No．２７５（３） 

後期高齢者パラダイス ・・・ 夢物語      篠崎 辰夫     

昨年、晴れて？後期高齢者の仲間入りをした。早々に市から「後期高齢者医療被保険者証」
が届く。なんとも薄っぺらで色気のないカード。これから医療費自己負担３割が重くのしかか
る。ほどなく会社の健康保険組合から資格満了（喪失）の通知が届く。これまでのいろいろな
サービスがなくなると思うと寂しい。さらに今年になって市から保険料額決定通知が届く。そ

れを見てびっくり。なんと従来より大幅アップになるではないか。年金生活の後期高齢者には

あまりにも高額。年金の手取りも年々減っており、まるで後期高齢者いじめ、お先真っ暗だ。 

 このように、高騰する高齢者医療費を、保険料でより多く徴収して改善しようとする今の 

後ろ向きの制度を、もっと前向きな、夢のある制度に一刻も早く変えていかねばならない。 

というわけで、自分なりに願望をこめて「後期高齢者制度」の理想の姿を描いてみた。       

【 会員投稿 】 

 

政権が代わり、内閣の政策が大きく変換した。その目玉は、これまでの「一億総活躍社会

の実現」から「シニア層活躍社会の実現」に軌道修正されたこと。より現実的となった。そ
の旗振り役の「シニア層活躍担当大臣」に、民間から昨年ノーベル賞を受賞された「大村 智」
氏が登用された。まさに最適のサプライス人事。ちなみに大村氏は現在、土中の微生物から

「認知症の治療薬（ニンチノン）」の開発に向け研究中とのことで期待されている。 

早速、施策が動き出した。さすが民間大臣はやることが早い。その施策の数々・・・。 

１．まず「後期高齢者制度」が「シニア・プレミアム制度」(ＳＰ制度) に名称変更された。 

各自のマイナンバーカードも「ＳＰカード」となり、各種機能が付加されていろいろなサ

ービスが受けられる。カードは金色で豪華、少し厚くなって携帯にも便利になった。 

２．シニア･プレミアム医療制度の保険料、自己負担割合の見直し 

医療費の自己負担割合は、基本的に「１割」。ただし年収１千万円以上の高額所得者は 

「５割」とされた。保険料も今後段階的に減額されていくようだ。 

３．買い物や移動、娯楽に伴う支払の大幅割引制度が導入された。 

（１）ポイント制度導入店舗では、ＳＰカード提示ですべてポイント５倍となる。 

（２）交通機関も、ＳＰカードにスイカ機能が付加されていて、自動的に３割引になる｡ 

（３）映画館や劇場、ホール、カラオケ店等もＳＰカード提示で３割引になる。 

（４）ホテル、レストランなどもＳＰカード提示で３割引。 等々 

４．ボランティア・ポイント制度の導入 

  各種ボランティアを行った場合、最大で一日５,０００ポイントがもらえる。（役所に申請） 

５．運動ポイント制度の導入・・・万歩計の歩数によりポイントがもらえる。（役所に申請） 

（１万歩で１００ポイント。最大月３,０００ポイント。） 

これら獲得したポイントは役所で地域振興券（商品券）と交換。（１００ポイント＝１５０円） 

地域の商業振興にも貢献している。 

６．新たな国民の祝日に、４月２８日を「シニアの日」として制定された。これにより４月

末から５月上旬に更なる大型連休が実現。大きな経済効果、健康効果が期待される。 

これらの施策により、シニア総活躍社会実現に向け着々と効果をあげている。まずシニア

層の消費が大幅に拡大、さらに外出、運動が促進されて健康寿命が延び、医療費が大幅に減

少している。これら新しい施策の財源は、消費税増税分から充てられているが、その後の消

費拡大、医療費削減で十分カバーされているようだ。これが「前向きの政策」というもの。 

まさに「後期高齢者パラダイス」。 ・・・日本を元気にするのは「シニアの力」です。 

勝手な夢物語ですが、ダメでしょうか。まあダメでしょうねえ・・・。でも何とかして欲しい。 



No．２７５（４） 

◇ お し ら せ  ◇     ℡に市外局番のないものは 0276 です 

行 事 日時 場所 申込み、他 

３月の囲碁将棋愛好会 

（２８年度囲碁大会） 
３月１４日（月） 
９：３０～（16：00） 

ブライダルスクール

（会費 1000 円） 

３月７日までに鈴木庄一
(46-5377） 

３月の麻雀愛好会 
３/１０（木）、２４（木） 
９：３０～１７：００ 

ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 3/8 日、22 日まで  
荒井（52-0803） 小林（38-0964） 

３月度グラウンドゴルフ 
３月２８日（月） 

９：３０～（集合９：15）
 

利根ＧＧ場 
（会費：無料） 

希望者は直接会場へ 
（雨天中止）
 

第７５回ゴルフ愛好会 ４月１３日（城山ｶﾝﾄﾘｰ倶楽部） 
川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

４月のカラオケ会 ４月４日（月） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 3 月 31 日まで 
江川 八郎（52-1886） 

４月のパソコンサークル 
４月４日（月） 
１３：３０～１４：４５ 

労組会議室 ご自由にご参加ください 

４月の幹事会 ４月４日（月）１５：００ 労組会議室 
 

３月の編集委員会 ３月２２日（火） １３：３０ 労組会議室  

ハイキング愛好会 3/17（木） 長瀞ｱﾙﾌﾟｽﾊｲｷﾝｸﾞ 
橋本巧衛 0276-52-4260 
hishinomigunma@kmail.plala.or.jp 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ   井上佳久 ５２-２１２６ 
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編
集
後
記 

・
本
紙
は
、
創
刊
以
来
ず
っ
と
毎
月
発
行
を

キ
ー
プ
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
と
こ
ろ
原
稿

収
集
に
大
変
苦
労
し
て
お
り
、
内
容
も
マ
ン

ネ
リ
化
し
て
限
界
に
き
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
一
方
本
紙
の
内
容
は
「
菱
の
実
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
か
ら
い
つ
で
も
見
る
こ
と

が
出
来
、
大
変
便
利
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

・
今
回
幹
事
研
修
会
で
討
議
さ
れ
た
、
本
紙

の
一
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
移
行
と
紙
面

の
発
行
頻
度
削
減
の
提
案
は
、
今
の
ネ
ッ
ト

社
会
の
流
れ
に
沿
っ
た
も
の
で
、
菱
の
実
会

３
０
周
年
の
大
き
な
改
革
と
更
な
る
進
化

と
考
え
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
た
だ
、
ネ
ッ
ト
は
見

な
い
と
い
う
皆
さ
ん
へ
の
配
慮
は
怠
ら
な

い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
篠
崎
） 

 岡部 幹夫さん（享年７７歳） 

１月１１日にご逝去されました。  
ご冥福をお祈り申し上げます。 

。  

ご冥福をお祈り申し上げます。 

 

 

次号発行予定は、４月１日（２７６号）です。 
バックナンバーは、菱の実会ホームページ
からご覧下さい。 


